
薮
徽
聯
聯
徽
轍
酔
聯
…
勵
臘
蝋
滕
憾
櫻
樽
箇
臘
嚥
聯
臘
！
＃
蝋
ｉ
ｉ
ｉ
臘
蝋
櫻
藤
隠
噺
鮭
腱
臘
榔
臘
俶
＃
胤
協
＃
側
ｉ
側
…
：
膨
縦
＃
＃
１
１
聯
ｉ
；
鵬
騨
臘
；

Ｊ
大
阪
市
長
大
島

靖
殿

２
 

く

大
阪
市
同
和
対
策
推
進
協
議
会

書見
会
長
山
本

登
意のてオ
昭
和
五
○
年
八
月
一
一
日
、
本
協
議
会
は
、
「
同
和
対
策
事
業
特

靴
別
措
置
法
」
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
施
行
後
に
お
け
る
本
市
の

啓
同
和
対
策
の
実
施
状
況
を
検
討
し
、
「
大
阪
市
同
和
対
策
長
期
計
画

箙
樹
立
の
た
め
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
の
意
見
書
」
（
以
下
「
意
見

卿
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
際
、
「
啓
発
活
動
の
促

熊
進
」
に
つ
い
て
、
教
育
関
係
者
企
業
体
な
ど
に
対
す
る
講
習
会
・
研

方
修
会
の
開
催
、
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
文
献
資
料
の
整
備
、
一
般

剛市民対象のマスコミの利用や啓発資料の配布、地域住民に
資
対
す
る
生
活
に
密
着
し
た
指
導
活
動
の
展
開
を
期
待
す
る
と
と
も

く
に
、
市
民
の
「
自
主
的
な
活
動
の
促
進
」
を
は
か
り
、
各
種
の
社
会

皿
教
育
活
動
の
組
織
化
を
提
言
し
た
。
市
は
こ
れ
を
う
け
て
、
同
和
間
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〈
解
説
〉

山
前
号
は
神
戸
市
の
意
見
書
を
紹
介
し
た
が
、
今
号
は
大
阪
市
の
意
見

書
を
紹
介
す
る
。

②
大
阪
市
の
「
意
見
書
」
は
今
後
の
啓
発
の
方
向
に
つ
い
て
の
包
括
的

な
意
見
書
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
方
向
と
し
て
、
川
推
進
体

制
、
㈲
市
民
啓
発
方
法
、
、
職
員
研
修
、
Ｈ
指
導
者
養
成
の
四
つ
の
柱

で
積
極
的
な
提
言
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

③
推
進
体
制
に
つ
い
て
は
、
川
行
政
機
構
内
部
に
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題

を
ふ
く
め
た
啓
発
を
推
進
す
る
組
織
の
設
置
、
回
社
会
啓
発
基
本
方
針

の
策
定
、
ｈ
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
の
参
加
を
え
た
市
民
啓
発
研
究
協
議
会

の
設
定
を
提
言
し
て
い
る
。

八
資
料
Ｖ

昭
和
五
十
五
年
十
月
四
日

同
和
問
題
に
関
す
る
市
民
啓
発
活
動

に
つ
い
て
の
意
見

地
方
自
治
体
の
市
民
啓
発
に

つ
い
て
の
意
見
書
（
二
）

題
に
関
す
る
市
民
啓
発
を
積
極
的
に
展
開
し
、
そ
の
効
果
も
大
で
あ

る
が
、
し
か
し
い
わ
ゆ
る
「
部
落
地
名
総
鑑
」
の
販
売
・
購
入
事

件
、
差
別
落
書
事
件
の
頻
発
な
ど
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
和
問
題

に
つ
い
て
の
市
民
の
理
解
は
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

他
方
、
「
法
」
施
行
後
、
同
和
対
策
事
業
が
「
対
象
地
域
」
の
み

の
施
策
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
般
地
域
と
の
間
で
地
域
施
設
な
ど

に
格
差
を
生
じ
た
ほ
か
、
国
庫
補
助
事
業
の
狭
あ
い
さ
と
国
庫
補
助

基
準
の
あ
い
ま
い
さ
な
ど
の
た
め
に
、
市
の
同
和
対
策
事
業
に
要
す

る
財
政
負
担
が
増
大
し
、
啓
発
活
動
が
原
則
的
に
は
「
法
」
に
よ
る

同
和
対
策
事
業
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
ろ
な
ど
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
同

和
対
策
事
業
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
〃
ね
た
み
差
別
〃

と
い
っ
た
新
ら
し
い
事
象
も
生
じ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
が
、
単
に
本
市
の
み
で
は
な
い
こ
と
は
、
昭
和
五
十
三
年
十

月
の
第
八
五
臨
時
国
会
に
お
い
て
「
法
」
延
長
が
議
決
さ
れ
た
際

に
、
衆
参
両
院
の
内
閣
委
員
会
が
附
帯
決
議
と
し
て
「
国
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
啓
発
活
動
の
積
極
的
な
充
実
を
図
る
こ
と
」
と
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

本
協
議
会
は
、
以
上
の
情
勢
に
か
ん
が
み
、
今
後
に
お
け
る
同
和

問
題
の
解
決
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
啓
発
活
動
に
つ
い
て
の

組
織
的
検
討
の
必
要
を
認
め
、
昭
和
五
十
一
一
一
年
七
月
十
五
日
に
開
催

し
た
総
会
に
お
い
て
、
「
啓
発
活
動
に
関
す
る
特
別
一
委
員
会
」
を
設

置
し
本
市
の
市
民
啓
発
活
動
の
状
況
や
、
本
市
で
発
生
し
て
い
る
差

四
市
民
啓
発
方
法
に
つ
い
て
は
、
川
市
民
の
自
発
的
な
啓
発
推
進
組
織

の
確
立
、
何
校
区
単
位
の
啓
発
活
動
、
、
企
業
の
組
織
化
、
目
指
導
者

養
成
と
地
域
活
動
を
目
的
に
し
た
視
聴
覚
教
材
の
作
成
、
㈹
地
区
内
外

住
民
の
交
流
と
そ
の
た
め
の
地
区
施
設
の
開
放
を
提
言
し
て
い
る
。

⑤
そ
し
て
、
市
民
啓
発
を
推
進
で
き
る
職
員
を
育
て
る
研
修
体
制
と
方

法
の
検
討
、
市
民
啓
発
の
た
め
の
指
導
者
養
成
機
関
の
設
置
を
提
一
一
一
一
巨
し

て
い
る
。

⑥
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
今
回
の
意
見
書
は
い
わ
ば
、
枠
組
で
あ

り
、
そ
の
中
に
ど
の
よ
う
な
啓
発
の
内
容
を
も
り
こ
ん
で
ゆ
く
の
か
、

差
別
意
織
の
分
析
の
上
に
た
っ
た
啓
発
内
容
の
検
討
と
こ
れ
か
ら
の
方

向
に
つ
い
て
の
提
言
が
望
ま
れ
る
。

部
落
解
放
研
究
所
・
啓
発
部
会

大
阪
市

！ 

研究部
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多
岐
に
わ
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
活
動
と
し
て
は
、
市
民
に
居
住
し
て

い
る
全
世
帯
に
毎
月
一
回
配
布
し
て
い
る
広
報
紙
「
市
政
だ
よ
り
」

（
約
一
五
○
万
部
）
に
毎
号
啓
発
記
事
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
（
区

内
版
に
も
、
随
時
啓
発
記
事
や
啓
発
標
語
等
を
掲
載
）
、
昭
和
五
十

四
年
四
月
に
は
、
～
「
人
間
尊
重
の
社
会
を
築
く
た
め
に
」
と
い
う
多

色
刷
Ｂ
３
版
の
啓
発
紙
を
全
世
帯
（
約
二
○
万
部
）
に
配
布
し

幻
だ
。
ま
た
、
昭
和
四
十
七
年
よ
り
市
民
啓
発
の
た
め
に
民
放
テ
レ
ビ

く書
を
利
用
し
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
は
「
こ
の
街
で
生
き
る
」
（
Ａ
Ｂ

観
Ｃ
Ｔ
Ｖ
、
五
十
五
分
）
お
よ
び
「
差
別
の
履
歴
書
」
（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
Ｔ

ｍ
Ｖ
、
五
十
五
分
）
を
制
作
放
映
し
た
（
放
映
後
は
プ
リ
ン
ト
化
し
て

ぃ
啓
発
活
動
に
利
用
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
四
年
度
ま
で
に
十
六
本
を

旧
プ
リ
ン
ト
化
し
て
い
る
）
ｃ

灘
以
上
の
ほ
か
、
昭
和
五
十
一
一
一
年
か
ら
啓
発
用
映
一
回
の
制
作
を
行

祇
い
、
昭
和
五
十
三
年
度
に
は
「
お
ん
な
と
女
と
男
」
（
ド
ラ
マ
、
一
一
一

伽
十
五
分
）
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
は
八
「
赤
ま
ん
ま
の
歌
」
（
ア
ニ

治
メ
ー
シ
ョ
ン
、
一
一
一
十
分
）
を
制
作
し
、
研
修
会
な
ど
に
お
い
て
上
映

自鋤
す
る
と
と
も
に
、
一
プ
レ
ビ
番
組
の
プ
リ
ン
ト
や
他
で
制
作
さ
れ
た
映

，
画
な
ど
を
も
含
め
て
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
設
置
し
て
視
聴

酬
覚
教
と
材
し
て
貸
出
し
を
行
っ
て
い
る
（
昭
和
五
十
四
年
度
末
で
、

く
映
画
二
六
種
、
テ
レ
ビ
番
組
プ
リ
ン
ト
一
一
四
本
、
昭
和
五
十
四
年

珊
度
の
貸
出
回
数
は
五
六
○
回
、
利
用
者
は
約
七
万
一
千
人
）
・
他
方
、
：

本
市
に
お
け
る
同
和
問
題
に
関
す
る
市
民
啓
発
は
、
「
法
」
施
行

前
か
ら
行
わ
れ
て
は
い
た
が
、
せ
い
ぜ
い
年
数
回
の
講
演
会
を
実
施

し
た
程
度
で
あ
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
な
ど
は
ま
っ
た
く
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
十
七
日
に
「
大
阪
市
同
和
対
策
審

議
会
答
申
」
（
以
下
「
市
答
申
」
と
い
う
。
）
が
提
出
さ
れ
る
に
お

よ
び
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
に
同
和
対
策
部
に
指
導
課
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
に
各
区
役
所
に
社
会
教
育
担
当
主

幹
を
配
置
し
、
ま
た
、
昭
和
四
十
七
年
一
月
七
日
に
は
同
和
対
策
部

別
事
象
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
市

民
意
識
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
、
慎
重
に
審
議
を
す
す
め
、
同
和
問

題
が
「
主
観
を
こ
え
た
客
観
的
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
」
と
い

う
認
識
の
上
に
た
っ
て
、
「
心
理
的
差
別
」
の
解
消
を
は
か
る
た

め
、
今
後
の
啓
発
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
下
記
の
意
見
を
と
り

ま
と
め
た
ｐ
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
意
見
を
尊
重
し
て
、
同
和
問
題

に
つ
い
て
の
市
民
啓
発
の
い
っ
そ
う
の
推
進
を
は
か
る
こ
と
を
期
待

す
る
。一
、
大
阪
市
に
お
け
る
市
民
啓
発
の
経
過

記

長
名
に
よ
る
各
所
属
長
あ
て
の
「
同
和
問
題
に
関
す
る
各
種
団
体
に

対
す
る
啓
蒙
活
動
の
実
施
に
つ
い
て
（
依
命
通
知
）
」
を
通
達
す
る

な
ど
、
市
民
啓
発
体
制
を
整
備
し
て
き
た
が
、
「
法
」
に
よ
る
同
和

対
策
事
業
に
お
け
る
啓
発
活
動
の
位
置
づ
け
の
不
明
確
さ
も
あ
っ

て
、
二
」
の
ほ
と
ん
ど
が
市
単
独
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に

昭
和
五
十
年
一
八
月
十
一
日
の
「
意
見
書
」
を
う
け
て
、
昭
和
五
十
年

十
月
一
一
十
二
日
に
同
和
対
策
部
長
名
に
よ
り
、
各
所
属
長
に
対
し
て

「
各
種
市
民
団
体
に
対
す
る
同
和
問
題
に
関
す
る
啓
発
に
つ
い
て

（
依
命
通
知
）
」
〔
資
料
１
〕
を
改
め
て
通
達
し
、
い
っ
そ
う
の
推

進
を
は
か
っ
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
市
の
市
民
啓
発

は
、
同
和
対
策
部
（
指
導
課
）
、
教
育
委
員
会
（
社
会
教
育
第
一

課
）
、
お
よ
び
各
区
役
所
（
社
会
教
育
担
当
主
幹
）
が
中
核
と
な

り
、
市
長
室
（
広
報
課
）
の
協
力
を
え
て
実
施
し
て
い
ろ
。

と
こ
ろ
で
、
市
民
啓
発
は
市
民
の
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い

理
解
を
深
め
、
「
心
理
的
差
別
」
の
解
消
お
よ
び
人
権
意
識
の
確
立

を
図
ろ
と
と
も
に
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
同
和
対
策
事
業

に
つ
い
て
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
和
地
区
の
歴

史
と
実
態
、
差
別
の
具
体
的
事
例
、
同
和
対
策
審
議
会
答
申
、
同
和

対
策
事
業
の
内
容
と
そ
の
必
要
性
、
部
落
差
別
以
外
の
人
権
問
題
、

そ
の
他
市
民
の
意
見
や
疑
問
へ
の
回
答
な
ど
幅
広
く
と
り
あ
げ
て
き

て
い
ろ
。
ま
た
、
本
市
の
市
民
が
二
七
○
万
人
を
こ
え
、
一
二
○
万

人
と
推
定
さ
れ
る
昼
間
流
入
人
□
を
も
つ
と
す
れ
ば
、
啓
発
活
動
も

教
育
委
員
会
で
は
昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
、
同
和
教
育
読
本
「
に
ん

げ
ん
」
を
小
・
中
学
校
の
全
児
童
生
徒
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
保

護
者
に
対
し
て
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
教
育
」
（
毎
年
六
万
部
）
を
配

布
し
て
啓
発
を
行
っ
て
い
ろ
。

多
数
の
市
民
や
昼
間
流
入
人
口
を
か
か
え
て
い
る
大
阪
市
の
啓
発

活
動
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
依
存
度
が
か
な
り
高
い
が
、
同
時
に

研
修
会
、
講
演
会
な
ど
に
よ
る
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

ろ
。
研
修
会
は
各
区
・
校
下
単
位
に
、
各
種
市
民
団
体
を
対
象
と
し

て
実
施
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
は
二
九
九
回
開
催
し
、
約

三
万
一
一
千
人
の
出
席
を
え
て
い
る
。
ま
た
、
講
演
会
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

単
位
に
市
民
各
層
を
対
象
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
四
年

度
に
は
四
回
実
施
し
、
約
五
千
人
の
参
加
を
え
た
。

以
上
の
ほ
か
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
婦
人
会
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
家
庭

教
育
学
級
や
婦
人
学
級
な
ど
に
お
い
て
、
同
和
問
題
を
積
極
的
に
位

置
づ
け
、
啓
発
の
一
助
と
し
て
い
ろ
。

な
お
、
一
二
○
万
人
を
こ
え
る
昼
間
流
入
人
口
を
か
か
え
て
い
る

本
市
に
お
い
て
は
、
企
業
に
お
け
る
啓
発
活
動
が
重
要
で
あ
る
が
、

企
業
に
対
す
る
行
政
上
の
指
導
権
限
が
国
お
よ
び
府
に
あ
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
関
係
行
政
機
関
に
協
力
を
し
て
は
い
る
が
、
独
自
の
啓
発

活
動
は
行
っ
て
い
な
い
。

同
和
問
題
が
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
に
か
ん

が
み
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
市
民
啓
発
は
、
人
権
意
識
に
関
す
る
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二
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
市
民
意
識
調
査
の
概
要

本
協
議
会
に
設
置
さ
れ
た
「
啓
発
活
動
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

Ｊ
 

⑫
は
、
昭
和
五
十
一
一
一
年
七
月
十
五
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
啓
発
活
動

書
の
今
後
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
ろ
た
め
に
は
、
大
阪
市
民
の
同
和

観
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
の
あ
り
方
を
科
学
的
に
把
握
す
る
こ
と
の
必

⑰
要
性
を
認
め
、
一
一
種
の
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
第
一
は
、
大
阪
市

夘
に
居
住
し
て
い
る
一
一
十
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の
有
権
者
を
母
集
団

熟
（
た
だ
し
、
「
同
和
地
区
」
を
含
む
投
票
区
の
有
権
者
を
除
く
）
と

啓
し
て
、
層
化
一
一
段
無
作
為
抽
出
法
に
よ
っ
て
抽
出
し
た
五
千
標
本
を

帳
対
象
と
し
た
郵
送
法
に
よ
る
調
査
で
あ
り
、
第
二
は
、
第
一
の
調
査

伽
で
除
外
さ
れ
た
同
和
地
区
を
含
む
投
票
区
の
一
一
十
歳
か
ら
六
十
九
歳

齢
ま
で
の
有
権
者
か
ら
同
和
地
区
関
係
者
を
除
い
た
も
の
を
「
同
和
地

蛎
区
周
辺
住
民
」
と
し
た
上
で
、
市
内
の
各
同
和
地
区
と
関
連
し
た

，
「
同
和
地
区
周
辺
住
民
」
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
一
一
一
○
○
’
六
○
○
標

酬
本
、
計
四
千
標
本
を
系
統
抽
出
法
に
よ
っ
て
抽
出
し
、
郵
送
法
に
よ

く

っ
て
実
施
し
た
調
査
で
あ
る
。
両
調
査
と
も
調
査
雪
不
は
同
じ
も
の
｛
と

加
使
用
し
、
調
査
期
間
も
同
じ
く
昭
和
五
十
四
年
五
月
十
七
日
か
ら
七

啓
発
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
と
く
に
昭
和
五
十
四
年
六
月
、
第

八
七
国
会
に
お
い
て
若
干
の
保
留
条
件
付
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る

国
際
人
権
規
約
が
批
准
さ
れ
、
人
権
問
題
全
般
に
つ
い
て
の
市
民
啓

発
の
必
要
性
は
い
っ
そ
う
増
大
し
て
き
て
い
ろ
。

本
市
に
お
い
て
も
、
か
ね
て
か
ら
人
権
週
間
に
あ
た
っ
て
、
講
演

会
の
開
催
や
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
っ
て
、
同
和
問

題
を
ふ
く
め
て
人
権
意
識
の
高
揚
を
は
か
っ
て
き
た
が
、
昭
和
五
十

二
年
に
は
総
務
局
（
振
興
課
）
、
同
和
対
策
部
（
指
導
課
）
、
教
育

委
員
会
（
社
会
教
育
第
一
課
）
の
三
部
局
で
〃
人
権
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
〃
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
各
区
ご
と
に
ほ
ぼ
す
べ
て
の
各

種
市
民
団
体
を
会
員
と
し
た
「
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
」
の
設
置

〔
資
料
２
〕
を
指
導
し
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
研
修
、
啓
発
を
助

成
し
て
お
り
、
ま
た
人
権
週
間
、
憲
法
週
間
を
中
心
に
、
〃
人
権
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
〃
を
編
成
し
て
い
る
三
部
一
局
、
区
役
所
、
市
民

組
織
の
三
者
が
協
力
し
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
（
昭
和
五
十
一
一
一

年
度
は
「
同
和
問
題
の
理
解
の
た
め
に
」
一
一
万
三
千
部
、
昭
和
五

十
四
年
度
は
「
い
の
ち
は
地
球
よ
り
重
い
」
三
万
部
、
講
演
会
な
ど

利
用
す
る
ほ
か
区
役
所
な
ど
で
配
布
）
す
る
と
と
も
に
、
冊
子
を
発

行
（
昭
和
五
十
四
年
度
ま
で
に
九
種
類
、
昭
和
五
十
四
年
度
は
「
人

権
問
題
の
現
状
と
課
題
」
一
万
部
）
し
、
ま
た
、
人
権
週
間
に
は
、

ひ
ろ
く
市
民
を
対
象
と
し
た
講
演
会
の
開
催
（
昭
和
五
十
四
年
度
は

約
一
千
五
○
○
人
が
出
席
）
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
（
昭
和
五
十
四
年

ろ
と
と
も
に
、
新
任
教
員
、
教
職
経
験
約
十
年
の
教
員
、
同
約
二
十

年
の
教
員
お
よ
び
管
理
職
の
研
修
に
お
い
て
、
同
和
問
題
研
修
を
位

置
づ
け
、
ま
た
、
随
時
、
教
職
員
に
対
す
る
同
和
研
修
を
行
っ
て
い

る
。

願
い
階
匿
監
層
圃
圃
齢
醗
騨
腰
膨
閲
卸
膨
（
貯
聰
・
…
…
砿
…
←
舵
腺
断
：
図
：
…
！
』
。
：
〆
〆
腰
腰
；
…
購
脈
－
．
１
粁
血
便
…
…
・
鼠
」
』
・
隆
…
齢
！
拙
…
…
隈
俳
；
紗
：
ｉ
股
ｋ
Ⅸ
Ｐ
い
と
膳
』
・
へ
ｒ
：
ｒ
…
；
；
）
」

度
は
四
千
枚
、
地
下
鉄
な
ど
の
中
吊
、
主
要
駅
や
市
内
各
地
域
に
掲

示
）
な
ど
の
ほ
か
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ケ
ッ
ト
・
カ
レ
ン
ダ
ー
、
メ
モ
帳

な
ど
を
作
成
し
て
街
頭
で
の
配
布
を
行
っ
て
い
ろ
。

市
民
啓
発
の
経
過
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
市
が
市
民
啓
発

を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
市
職
員
自
身
の
十
分
な
理
解
が
前
提

と
な
る
。
と
く
に
、
同
和
対
策
事
業
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
〃
ね

た
み
差
別
〃
と
も
い
う
べ
き
事
象
が
生
じ
て
き
た
こ
と
は
「
法
」
の

性
格
な
ど
に
も
よ
る
が
、
「
対
象
地
域
」
に
つ
い
て
の
同
和
対
策
事

業
と
啓
発
活
動
と
が
有
機
的
に
関
連
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
場
合

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
同
和
行
政
は
、
す
べ
て
の
部
局
で
と

り
く
む
も
の
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
同
和
対
策
部
や
同
和
教
育
企
画
室

な
ど
、
同
和
行
政
の
直
接
担
当
部
局
が
実
施
す
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
職
員
も
す
ぐ
な
く
な
い
。

本
市
は
「
法
」
制
定
前
か
ら
職
員
に
対
し
て
同
和
問
題
に
つ
い
て

の
研
修
を
行
っ
て
い
る
が
、
「
市
答
申
」
が
提
出
さ
れ
た
以
後
は
、

職
員
研
修
に
同
和
問
題
を
位
置
づ
け
、
新
任
者
研
修
に
お
い
て
は
基

礎
講
座
を
、
中
級
者
研
修
で
は
「
法
」
を
は
じ
め
と
し
て
同
和
対
策

事
業
を
、
そ
し
て
、
上
級
者
研
修
に
つ
い
て
は
解
放
運
動
を
ふ
く
め

た
同
和
行
政
全
般
を
、
講
義
を
は
じ
め
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
討
議
、

演
習
等
を
ま
じ
え
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
部
局
別
に
同
和
問
題

研
修
指
導
者
を
養
成
し
、
各
部
局
に
お
い
て
も
独
自
の
研
修
を
実
施

し
て
お
り
、
ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
、
同
和
教
育
の
充
実
に
努
め

月
十
日
ま
で
と
し
た
。
二
度
の
督
促
を
へ
て
回
収
し
た
有
効
調
査
票

は
、
第
一
の
調
査
で
は
、
二
千
七
五
六
（
回
収
率
五
五
・
一
一
％
）
で

あ
り
、
第
二
の
調
査
で
は
、
全
体
と
し
て
四
九
・
四
％
、
地
区
ご
と

の
回
収
率
は
最
高
六
一
・
七
％
、
最
低
一
一
一
六
・
八
％
で
あ
っ
た
。
以

上
二
種
の
調
査
結
果
は
、
大
体
に
お
い
て
一
致
し
て
お
り
、
「
同
和

地
区
周
辺
住
民
」
も
市
民
一
般
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い

ろ
と
い
っ
て
よ
い
が
、
今
後
に
お
け
る
市
民
啓
発
の
あ
り
方
を
考
え

る
場
合
、
と
く
に
留
意
す
べ
き
点
を
要
約
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

⑩
同
和
問
題
を
含
め
た
人
権
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い

て
き
い
た
結
果
を
み
ろ
と
、
差
別
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
問
題
ご

と
に
異
な
っ
て
お
り
、
差
別
と
い
う
こ
と
や
人
権
に
つ
い
て
の
確

固
と
し
た
考
え
方
は
持
た
れ
て
い
な
い
と
み
て
よ
く
、
世
間
の
考

え
方
に
対
し
て
同
調
す
る
傾
向
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
ろ
。
「
ひ
の

え
う
ま
」
な
ど
の
風
習
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
場
合
に
も
ほ
ぼ
同

様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
積
極
的
に
肯
定
す
る
も
の
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
な
い
が
、
「
お
か
し
い
と
思
う
が
、
自
分
だ
け
反
対
し
て

も
仕
方
が
な
い
と
思
う
」
と
し
た
も
の
が
多
く
、
も
っ
と
も
多
い

「
友
引
」
の
場
合
は
四
・
二
％
、
比
較
的
す
ぐ
な
い
「
ひ
の
え
う

ま
」
で
も
一
一
三
。
八
％
も
あ
り
、
啓
発
活
動
に
よ
っ
て
、
た
え
ず

世
間
に
対
し
て
問
題
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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②
白
木
の
社
会
に
〃
差
別
〃
さ
れ
て
い
る
地
区
が
あ
る
こ
と
を
義

務
教
育
を
終
る
ま
で
に
知
っ
た
と
し
た
も
の
は
五
八
・
○
％
で
あ

り
、
「
お
ぼ
え
て
い
な
い
」
と
か
、
「
よ
く
知
ら
な
い
」
な
ど
を

除
く
と
、
六
九
・
四
％
に
達
し
て
い
ろ
。
ま
た
、
〃
差
別
〃
を
う

け
て
い
る
地
区
の
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
知
っ
た
方
法
と
し
て

は
、
二
十
歳
代
の
年
令
層
で
こ
そ
、
「
学
校
の
授
業
で
」
と
し
た

も
の
が
三
○
・
一
％
あ
り
、
同
和
教
育
の
影
響
が
認
め
ら
れ
は
す

る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
「
父
母
や
家
族
か
ら
き
い
た
」
の
二
九

二
％
が
も
っ
と
も
多
く
、
こ
れ
に
「
友
だ
ち
か
ら
」
「
近
所
の

人
か
ら
」
、
「
職
場
の
人
か
ら
」
な
ど
を
加
え
る
と
、
身
近
な
人

か
ら
き
い
た
も
の
の
合
計
は
五
四
・
二
％
と
な
り
、
さ
ら
に
、
同

和
地
区
が
「
近
く
に
あ
っ
た
か
ら
」
を
合
わ
せ
ろ
と
、
六
五
・
○

％
ま
で
が
日
常
の
会
話
で
同
和
地
区
の
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
と
な

る
。
こ
の
よ
う
に
、
す
く
な
く
と
も
現
在
の
市
民
の
半
数
以
上
は

同
和
地
区
の
こ
と
に
つ
い
て
、
も
の
ご
こ
る
の
つ
か
な
い
幼
少
年

期
に
、
家
族
や
友
人
、
地
域
の
人
々
な
ど
か
ら
日
常
生
活
の
な
か

で
き
か
ざ
れ
て
お
り
、
そ
の
情
報
の
内
容
も
、
い
わ
ば
、
〃
差

別
〃
を
説
明
す
る
た
め
の
□
実
と
し
て
語
り
つ
が
れ
て
き
た
も
の

が
多
い
と
み
て
よ
く
、
「
同
和
地
区
」
に
対
す
る
偏
見
と
差
別
と

が
幼
少
年
期
に
伝
達
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
多
分
に
あ
り
、
そ
の

あ
る
部
分
は
〃
し
つ
け
〃
と
関
連
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
同
和
地
区
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
市
民
が
い
だ
い
て

題
で
あ
る
か
ら
、
国
民
の
一
人
と
し
て
か
か
わ
り
を
も
つ
問
題
で

あ
る
」
と
し
て
お
り
、
「
同
和
問
題
は
、
同
和
地
区
の
人
だ
け
の

問
題
で
自
分
と
は
か
か
わ
り
の
な
い
問
題
で
あ
る
」
は
六
・
九
％

し
か
な
い
。
し
か
し
、
「
回
答
な
し
」
の
二
一
・
六
％
も
無
関
心

と
み
て
よ
い
か
ら
、
同
和
問
題
を
自
己
と
無
縁
と
考
え
て
い
る
も

の
は
三
○
％
に
近
い
。

側
同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
が
出
て
い
る
こ
と
や
、
「
法
」
が
制

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
知
っ
て
い
ろ
」
と
し
た
も
の
は
四
○
％

強
あ
る
が
、
「
内
容
を
よ
く
知
っ
て
い
る
」
と
か
「
内
容
を
す
こ

し
は
知
っ
て
い
ろ
」
と
し
た
も
の
は
一
○
％
強
に
す
ぎ
な
い
。
ま

た
、
同
和
地
区
の
環
境
改
善
事
業
や
、
同
和
地
区
住
民
の
生
活
改

善
事
業
に
つ
い
て
の
意
見
を
き
い
た
結
果
で
は
六
○
％
以
上
が

「
こ
れ
以
上
や
る
必
要
が
な
い
」
と
か
、
同
和
地
区
だ
け
を
と
り

あ
げ
た
り
、
同
和
地
区
住
民
だ
け
の
対
策
を
す
る
の
は
「
お
か
し

い
」
と
し
て
お
り
、
同
和
対
策
事
業
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
消

極
的
な
い
し
は
否
定
的
な
意
見
を
も
つ
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
生
活
環
境
を
「
早
急
に
改
善
す
べ
き

だ
」
と
か
、
生
活
改
善
対
策
が
「
必
要
だ
」
と
し
た
も
の
は
一
○

％
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
な
お
、
同
和
地
区
の
生
活
の
実
態

の
問
題
点
と
し
て
は
、
「
同
和
地
区
外
の
人
と
の
結
婚
が
む
づ
か

し
い
こ
と
」
と
し
た
も
の
が
四
六
・
四
％
で
も
っ
と
も
多
い
が
、

「
安
定
し
た
職
業
に
つ
き
に
く
い
こ
と
」
（
四
三
・
一
一
一
％
）
、

Ｉ 

い
る
イ
メ
ー
ジ
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
く
ら
い
停
滞
的
な
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
啓
発
活
動
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
種
の

イ
メ
ー
ジ
を
い
っ
そ
う
助
長
す
る
可
能
性
が
な
い
で
は
な
い
。
な

お
、
同
和
地
区
の
起
源
と
し
て
、
「
人
種
起
源
説
」
が
九
・
五
％

「
落
武
者
起
源
説
」
が
八
・
六
％
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注

意
す
べ
き
で
あ
る
。
ｉ

⑤
つ
き
あ
っ
て
い
る
相
手
方
が
、
「
同
和
地
区
」
出
身
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
場
合
へ
ど
の
よ
う
な
と
き
に
そ
の
こ
と
を
意
識
す

る
か
を
き
い
た
結
果
で
は
「
身
内
の
人
の
結
婚
の
相
手
の
場
合
」

が
五
四
．
四
％
あ
り
、
結
婚
を
め
ぐ
る
問
題
の
深
刻
性
を
示
し
て

い
る
が
、
「
隣
近
所
の
人
」
、
「
つ
き
あ
っ
て
い
る
友
人
」
、

「
子
ど
も
が
同
じ
学
校
に
通
う
と
き
」
、
「
同
じ
職
場
で
働
ら
い

て
い
る
友
人
」
、
「
雇
っ
て
い
る
人
」
、
「
仕
事
の
上
で
か
か
わ

り
を
も
つ
人
」
な
ど
と
し
た
も
の
が
、
’
○
％
前
後
あ
る
こ
と

は
、
こ
の
種
の
回
答
が
タ
テ
マ
エ
的
に
な
り
や
す
い
こ
と
を
考
え

ろ
と
、
日
常
生
活
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
障
害
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ろ
と
み
て
よ
い
。
な
お
、
同
和

問
題
と
市
民
自
身
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
意
見
を
き
く
と
、

「
同
和
問
題
は
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

自
分
自
身
と
も
強
い
か
か
わ
り
を
も
つ
問
題
で
あ
る
」
と
し
た
も

の
は
九
・
○
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
六
一
・
六
％
が
「
直
披

関
係
は
な
い
が
へ
〃
基
本
的
人
権
〃
と
関
係
す
る
日
本
の
社
会
間

「
同
和
地
区
外
で
就
職
が
む
づ
か
し
い
こ
と
」
（
二
七
・
九
％
）
、

「
十
分
に
教
育
を
受
け
て
い
る
人
が
少
な
い
こ
と
」
（
二
六
・
六

％
）
、
「
同
和
地
区
外
の
人
と
つ
き
あ
う
の
が
む
づ
か
し
い
こ
と

」
（
二
○
・
八
％
）
、
「
同
和
地
区
外
に
住
む
こ
と
が
む
づ
か
し

い
こ
と
」
二
九
・
○
％
）
な
ど
も
か
な
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
〃
部
落
差
別
〃
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
は
、
「
学
校
教

育
・
社
会
教
育
を
通
じ
て
差
別
意
識
を
な
く
し
、
人
権
を
大
切
に

ろ
教
育
活
動
、
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
う
」
（
二
八
・
八
％
）

「
同
和
地
区
の
人
々
が
差
別
に
ま
け
な
い
よ
う
努
力
し
、
行
政
や

同
和
地
区
外
の
人
々
に
働
き
か
け
て
行
く
」
（
一
一
一
一
・
三
％
）
、

同
和
地
区
の
人
々
が
言
動
を
つ
つ
し
み
、
立
派
な
人
に
な
る
よ
う

に
努
力
す
る
」
（
’
’
○
・
三
％
）
な
ど
と
し
た
も
の
が
比
較
的
多

く
あ
げ
ら
れ
て
い
る
反
面
、
「
同
和
地
区
の
こ
と
な
ど
□
に
出
す

さ
ず
、
〃
寝
た
子
を
お
こ
す
〃
こ
と
を
や
め
そ
っ
と
し
て
お
け
ば

な
く
な
る
」
と
し
た
も
の
が
二
九
・
一
％
も
あ
り
、
ま
た
、
「
同

和
地
区
の
人
々
が
一
定
の
地
区
に
か
た
ま
っ
て
住
ま
な
い
で
分
散

し
て
住
む
よ
う
に
す
る
」
が
、
一
一
六
・
三
％
あ
る
こ
と
は
、
啓
発

活
動
の
推
進
に
あ
た
っ
て
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
に
対
す
る
接
触
状
況
を
み
る

と
、
広
報
・
紙
で
あ
る
「
市
政
だ
よ
り
」
で
の
啓
発
記
事
を
読
ん
だ

こ
と
が
「
あ
る
」
も
の
は
五
五
・
六
％
、
講
演
会
・
研
修
会
な
ど

に
参
加
し
た
こ
と
が
「
あ
る
」
は
二
・
九
％
、
テ
レ
ビ
の
同
和
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同
和
問
題
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
が
、
基
本
的
人
権
の

Ｊ
 

⑫
保
持
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
も

書
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
意
識
調
査
の
結
果
を
み
る
か
ぎ
り
市

観
民
の
人
権
に
つ
い
て
の
意
識
は
不
安
定
で
あ
り
、
同
和
問
題
に
つ
い

⑩
て
の
理
解
も
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
・
か
く
し
て
本
協
議

列
会
は
市
が
実
施
し
て
い
る
同
和
教
育
お
よ
び
市
民
啓
発
を
高
く
評
価

撤
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
市
民
の
人
権
意
識
の
一
局
揚
、
同
和
問
題
に
つ

啓
い
て
の
理
解
の
促
進
、
同
和
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
の
市
民
の
コ
ン

胡
セ
ン
サ
ス
を
う
ろ
た
め
に
は
、
同
和
教
育
の
徹
底
を
期
待
す
る
と
共

伽
に
、
市
民
啓
発
の
い
っ
そ
う
の
推
進
の
必
要
性
を
認
め
、
次
の
諸
施

船
策
を
提
案
す
る
。

蛎
凹
市
民
啓
発
体
制
に
つ
い
て

粉
①
市
民
啓
発
活
動
は
、
い
く
つ
か
の
部
局
と
関
係
し
て
お
り
、

資
各
部
局
間
で
連
絡
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
推
進
体
制

く

を
強
化
す
る
た
め
、
現
在
の
人
権
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発

９
 

０
展
的
に
解
消
し
、
担
当
助
役
の
も
と
に
関
係
部
局
の
代
表
者
｛
と

２
 

問
題
関
係
番
組
を
み
た
こ
と
が
「
あ
る
」
は
一
一
三
・
一
一
一
％
、
同
和

問
題
関
係
の
冊
子
を
読
ん
だ
こ
と
が
「
あ
る
」
は
二
九
・
九
％
な

ど
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
同
和
問
題
関
係
の
新
聞
（
三
九
・
四

％
）
、
雑
誌
（
一
一
一
・
○
％
）
の
記
事
や
映
画
（
二
一
一
一
。
四
％
）
、

同
和
教
育
読
本
（
一
九
・
七
％
）
、
書
籍
（
一
七
。
三
％
）
な
ど

を
見
た
り
読
ん
だ
り
し
た
も
の
も
か
な
り
あ
り
、
同
和
地
区
に
行

っ
て
生
活
実
態
を
見
た
り
、
同
和
地
区
の
人
か
ら
く
わ
し
く
話
を

聞
い
た
り
し
た
経
験
が
「
あ
る
」
と
し
た
も
の
も
三
一
・
七
％
と

な
っ
て
い
ろ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
一
○
種
類
の
活
動
の
う
ち
四
種

類
以
上
接
触
し
た
の
は
三
分
の
一
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
大
都
市

に
お
け
る
啓
発
活
動
の
む
づ
か
し
さ
を
示
し
て
い
る
が
、
啓
発
活

動
へ
の
参
加
、
接
触
の
状
況
と
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
や
意

識
の
あ
り
方
と
の
間
に
は
っ
き
り
し
た
相
関
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
啓
発
活
動
の
意
義
は
十
分
に
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
な
お
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
い

ち
ば
ん
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
方
法
を
き
い
た
結
果
で
は
、
「
テ

レ
ビ
に
ろ
啓
発
活
動
の
充
実
」
と
し
た
も
の
が
二
九
・
四
％
で
も

っ
と
も
多
く
、
第
二
位
の
「
広
報
紙
に
よ
る
啓
発
活
動
の
充
実
」

二
○
・
七
％
）
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
を
引

く
。

⑥
同
和
教
育
に
つ
い
て
は
、
五
一
一
・
二
％
が
「
差
別
を
な
く
し
、

人
権
を
大
切
に
す
る
教
育
で
あ
る
」
と
し
、
「
学
校
だ
け
で
江

か
、
同
和
地
区
か
ら
直
接
話
を
聞
い
た
も
の
の
割
合
は
か
な
り
高

い
が
、
同
和
教
育
に
つ
い
て
の
意
見
は
市
全
体
と
あ
ま
り
差
が
な

い
。

三
、
大
阪
市
に
お
け
る
市
民
啓
発
の
あ
り
方
に
つ
い
て

あ
つ
め
、
新
し
い
組
織
を
つ
く
り
、
ひ
ろ
く
人
権
問
題
を
ふ
く

め
た
市
民
啓
発
を
総
合
的
、
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

②
所
属
長
に
対
す
る
「
各
種
市
民
団
体
に
対
す
る
同
和
問
題
に

関
す
る
啓
発
に
つ
い
て
（
依
命
通
知
）
」
を
再
検
討
し
、
人
権

問
題
を
ふ
く
め
た
市
民
啓
発
の
理
念
を
明
確
に
し
た
「
市
民
啓

発
に
関
す
る
基
本
方
針
」
（
仮
称
）
を
策
定
す
る
こ
と
。

③
市
民
啓
発
に
お
け
る
マ
ス
コ
ミ
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
新

聞
、
放
送
、
な
ど
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
の
参
加
を
え
て
「
市
民
啓

発
研
究
協
議
会
」
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
な
ど
、
報
道
機
関
と

の
連
絡
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
市
民
啓
発
に
つ
い
て
の
専
門

的
な
意
見
を
聴
収
す
る
こ
と
。

②
市
民
啓
発
方
法
に
つ
い
て

①
市
民
が
同
和
問
題
を
自
己
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
た
め
に

は
、
自
己
研
修
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
市
の
一
方
的
な
活
動
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た

市
民
啓
発
を
可
能
な
か
ぎ
り
市
民
の
自
主
的
な
活
動
へ
と
移
行

さ
せ
る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
振
興
会
な
ど
の
各
種

市
民
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
婦
人
会
な
ど
の
社
会
教
育
関
係
諸
団
体

み
ず
か
ら
が
指
導
者
を
養
成
し
、
こ
れ
ら
の
指
導
者
を
中
心
と

し
て
啓
発
活
動
を
展
開
し
う
る
よ
う
、
指
導
助
成
を
行
う
こ

と
。

②
区
に
お
け
る
啓
発
活
動
の
い
っ
そ
う
の
推
進
を
は
か
る
と
と

く
、
家
庭
や
地
域
で
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
育
で
あ
る
」
も

一
一
一
一
八
・
五
％
あ
り
、
ま
た
、
一
一
一
七
・
一
％
が
「
す
べ
て
の
小
・
中

・
高
校
で
や
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
同
和
教
育
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
、
「
ぜ
ひ
と
も
や
る
べ
き
だ
」
が
一
一
五
・
三
％
、
「
や
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、
い
ま
の
す
す
め
方
に
は
問
題
が
あ
る
」
も
一

○
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
必
要
と
は
思
わ
な
い
」
が
七
・

一
一
％
、
「
む
し
ろ
や
ら
な
い
方
が
よ
い
」
が
一
三
・
八
％
あ
る
こ

と
は
、
同
和
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
若
干
の
問
題
が
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

、
「
同
和
地
区
周
辺
住
民
」
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、
地
区
に
よ

っ
て
若
干
の
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、
大
体
の
傾
向
は
大
阪
市
全
体

の
場
合
と
か
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
〃
差
別
〃
を
う
け
て
い
る
地

区
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
方
法
と
し
て
、
「
近
く
に
同
和
地
区
が

あ
っ
た
か
ら
」
が
や
や
多
い
こ
と
、
「
同
和
地
区
」
と
い
う
言
葉

に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
に
若
干
の
差
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
同
和

地
区
の
問
題
点
の
あ
げ
方
が
や
や
少
な
い
こ
と
、
同
和
対
策
審
議

会
の
答
申
な
ど
の
認
知
率
が
い
く
ぶ
ん
高
い
こ
と
な
ど
が
注
意
を

引
く
。
ま
た
、
地
区
改
善
事
業
や
生
活
改
善
対
策
に
つ
い
て
の
意

見
を
み
る
と
、
「
こ
れ
以
上
や
る
必
要
は
な
い
」
と
か
「
同
和
地

区
だ
け
の
対
策
は
お
か
し
い
」
と
す
る
も
の
が
か
な
り
多
く
な
っ

て
い
ろ
。
な
お
、
同
和
問
題
関
係
の
講
演
会
、
テ
レ
ビ
番
組
、
冊

子
な
ど
へ
の
接
触
状
況
や
同
和
地
区
に
行
っ
て
実
態
を
み
た
と






